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Shuji Kitamura · Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 この授業は，企業・産業・地域づくりを中心とした地域研究を進めてい
こうと考えている学生を対象としている．受講者には，企業・産業・地域づ
くりに関する概念や知識を修得してもらうとともに，実際に自らが研究テー
マを設定し，調査研究 (フィールドワーク)を進め，レポートを書くという経
験を通して，斯業・産業・地域やまちづくりに関する研究の視点と実践的能
力を培うことを課題としている．

Outline〉 地域政策研究ゼミナール
Keyword〉 人・企業・産業づくり, 地域・まちづくり, フィールドワーク, 地域
政策

Relational Lecture〉 “地域情報ゼミナールAI (その 2)”(0.5), “地域情報ゼミナー
ル AII (その 1)”(0.5), “地域情報ゼミナール AII (その 2)”(0.5)

Notice〉 地域情報ゼミナール AIIと併せて通年で履修すること．
Goal〉 人・企業・産業・地域づくりに関する研究領域から主体的に選んだ研究
テーマについて，適切な方法による調査や分析をおこない，レポートにまと
めることができる．

Schedule〉
1. 3年次では，受講者各自の関心に応じて研究テーマを設定し，実際の調査

(フィールドワーク)を行い，レポートを作成するという作業を通して，地
域調査に関する実践的な能力を培う．前期のゼミナールにおいては，受講
者が興味や関心を持つテーマの研究動向を概観するため，研究論文を選び，
内容をまとめ発表する．次に，取り上げた研究分野の中から具体的なテー
マやフィールドを設定し，調査や分析の方法を検討し，実際の調査に向け
た準備を行う．

2.授業ではあわせて，企業・産業，地域やまちづくりの調査方法 (フィールド
ワーク)，研究の視点や方法に関する文献の輪読を進め，調査・研究を主体
的に進める上での能力を涵養する．

Evaluation Criteria〉 授業への取り組み状況と討議への参加状況，報告内容をも
とに評価する．

Re-evaluation〉 行わない．
Textbook〉 教科書は使用しない．授業中に適宜プリントを配布する．
Webpage〉 http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/region/
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218798
Contact〉

⇒ Kitamura . (Office Hour: (前期·後期)月曜日12時∼ 13時)
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